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プラットフォーム設立前の取組団体の状況 

5.1.1 これまでの取組 

福山市ではプラットフォーム設立以前から、ひきこもり支援、子ども食堂支援、若者

向けのくらしの悩み相談等、各分野において行政と民間団体が連携し取り組みを進め

てきた。本項ではそれぞれの取り組み状況について記載する。 

 

⚫ ひきこもり支援 

➢ 相談窓口「ふきのとう」の設置 

ひきこもり状態にある方やその家族に対して、本人の状態や家族の思いに応

じて助言を行うとともに、医療・福祉・就学などの適切な支援に繋ぐための相談

窓口「ふきのとう」を設置している。 

保健師が相談を受け、本人の年齢や状態、相談内容に応じて適切な支援先を紹

介するほか、毎月 1 回臨床心理士による定例相談を受け付けており、家族の関

わり方などを相談できる。 

 

 
図 5-1 福山市ひきこもり相談窓口「ふきのとう」リーフレット 

 

➢ ひきこもり家族交流会・家族教室の実施 

家族同士が集い、ひきこもりに関する情報を交換し、不安や悩み等、家族の

気持ちを交流する場としてひきこもり家族交流会を実施している。 

また、ひきこもりに関する知識や対応方法を学び、本人の理解を深める場

としてひきこもり家族教室を実施している。 

 

⚫ 子ども食堂支援 

➢ 「福山市子ども食堂応援金」の交付 

2023 年に、エネルギー・食料品価格の高騰により影響を受けた子育て世帯
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の負担軽減を図るため、子ども食堂を運営する団体へ応援金を支給した。対

象は 2022 年度に子ども食堂の開催実績があり、現在も継続的に開催し、今後

も開催する予定がある団体である。 

実施団体と行政の意見交換も実施した。 

 

⚫ 若者・くらしの悩み相談 

➢ 「ふくやま・ヤングサポートネットワーク」の設置 

ひきこもり・不登校・ニート問題を抱える子ども・若者・家族を支える支援

機関として「ふくやま・ヤングサポートネットワーク（ペアペア）」を設置し、

官民連携して研修会等を実施している。 

 

⚫ まちづくり 

➢ 「福山市まちづくりサポートセンター」の設置 

市民活動を全市的に支援する拠点として、「福山市まちづくりサポートセン

ター（まちサポ）」を設置している。まちサポでは、さまざまな団体のマッチ

ング（紹介）、情報の受発信、団体・人材育成、相談窓口の視点からまちづく

りに参画するプレイヤーをサポートしている。 

① 多様な人材・団体のマッチング、ネットワークづくり 

社会的課題の解決に向けた、団体同士のマッチング（紹介）やボラ

ンティア・NPO 団体のネットワークづくりなどを行っている。まちサ

ポ主催の交流会も定期的に開催している。 

② 情報の収集・発信 

ボランティア団体や NPO 団体、行政が行う事業内容やイベント情

報、各種助成金情報などのまちづくりに関する情報をウェブサイトや

SNS で発信している。 

③ 人材及び団体の育成事業 

 公益的な市民活動を担う人材づくりやそれに必要な知識・ノウハウ

の提供、助成金の支援などを行っている。まちサポ主催のセミナーも

開催している。 

④ ボランティア・NPO 等相談事業 

専門家による、NPO 法人の設立に関する相談やボランティア団体等

の活動資金確保など、団体運営に関する相談事業を実施している。 
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図 5-2 福山市まちづくりサポートセンター ホームページ 

 

➢ 交流館 

 地域住民の活動を支える身近なまちづくりの拠点として、各小学校区に 1

館ずつ交流館（93 館）がある。市民に身近な相談窓口として、地域課題や生

活に関する相談を受け、解決に向けて関係機関と連携して取り組んでいる。 

 

⚫ 包括的支援に向けた取り組み 

➢ 「つながる」シートの活用 

支援機関に相談に来た方の問題や悩みが、複数の機関に関係する場合、次

の相談先へ確実に相談内容がつながるようにするため、聞き取った内容をひ

とつにまとめた「つながる」シートを作成している。 

「つながる」シートには相談者が記入するシートと相談受付者が記入する

シートに分かれており、状況を適切に次の相談先に共有できるようにしてい

る。  
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図 5-3 「つながる」シート様式 

 

5.1.2 孤独・孤立対策に取り組むことになったきっかけ 

福山市では既に各分野で取り組みを進めているが、行政内部、外部問わず、個別

の課題に対する縦割りのアプローチが中心であり、横のつながりが十分とはいえな

い状態であった。 

課題が複合的かつ多様化する中で、単独の支援機関では解決が難しく、他の関係

機関の業務についても理解不足により、十分な連携が取れていない状態では問題の

解決や予防は難しい。 

こうした課題の解消を目指し、孤独・孤立対策の取り組みや連携プラットフォー

ムの設置を行うことが決定された。 

 

5.1.3 プラットフォーム設置により何を実現/解決したかったか 

5.1.2 で記載した課題を踏まえて、プラットフォームが果たす役割として、行政・

地域・ＮＰＯ・事業者が日常的に課題を共有し、資源を持ち寄り、協力して解決し

ていく包摂的な地域づくりを目指し、 

① 業種/支援分野を超えた支援者の連携・理解促進の場づくり 

② 市民の複合的な悩みを、分野を絞らず対応できる環境づくり 

に取り組むことを掲げた。 

 上記を実現するために、福山市版プラットフォームではまちづくりと連携しなが

ら孤独・孤立対策を進めていくことを目指す。地域団体や商店街等の事業者等にも

まずは状況を知っていただき、連携することで、孤独・孤立に陥る可能性がある市
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民とのタッチポイントを確保し、孤独・孤立を予防するような取り組みを進めてい

くことを目指している。 

 

5.1.4 プラットフォームの体制 

プラットフォームの設立は 2024 年 5 月を予定しており、同月に本 PF としての初回

の会議を開くことを予定している。設立自体は行政にて行うが、参加した団体同士が

つながり、新たな取り組みを生んでいくことを目指している。 

設立メンバーとしては市に加え、社会福祉法人福山市社会福祉協議会および、居場

所づくり、学習支援などを行う NPO 法人や各種ボランティア団体が名を連ねるが、

将来的には下図のような範囲まで拡大していき、連携を強めることを目指す。メンバ

ーは固定とせず、地域の関係者やワークショップ参加者等に声掛けをすることで、新

たな構成員を巻き込んでいくことを目指す。 

 

図 5-4 孤独・孤立対策に係る将来の連携イメージ 

 

5.1.5 プラットフォームでの協議事項 

行政、民間団体、市民ともに、孤独・孤立というテーマについての理解がまだ浅い

ため、まずは事例の共有等からスタートして、「何ができるか」から話し合っていく

ことを想定している。特に、これまで個別に進められてきた取り組みが「対処法の検

討」中心であったことを踏まえ、本 PF では「予防」の観点からどのような取り組み

ができるかを協議していくことを中心に据える。 
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5.1.6 プラットフォーム形成に向けて工夫した点、苦労した点 

様々な分野のプラットフォームや相談窓口を乱立させず、市内の各団体にとって負

担とならず、かつ相談者等にとっても相談先が分かりやすいような取り組みを目指し

ている。 

そのため、プラットフォームの形成にあたっては既存の会議体（重層的支援会議

等）とスケジュールを合わせ、メンバーに負担が生じないように留意している。本年

度のモデル事業での取り組みでは、相談者向けに、支援マップの視認性向上のための

改訂や、孤独・孤立対策のロゴマーク作成に取り組んだ。 

ただし、5.1.1にて記載した通り既存の取り組みは縦割りでの実施が中心となってい

ることにより、「孤独・孤立」をテーマとする横串での取り組みについて行政内部や

各ステークホルダーの理解を得ることに苦労した。 
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5.2 プラットフォームの形成途中の取組 

5.2.1 プラットフォーム関係者の認識・課題意識の共有はどのように行ったか 

支援機関やまちづくりに携わる機関等に対して、孤独・孤立対策に対する理解を深

めるための活動として、ワークショップの実施や、孤独・孤立に関するフォーラムの

開催を行った。具体的な取り組み内容については以下にて個別に記載する。 

 

⚫ 「孤独・孤立対策官民連携 PF 設立に向けたワークショップ」の実施 

お互いの活動や課題を理解すること、孤独・孤立対策の担い手がつながること、

学びあいを通じてノウハウを高めあうことを目標に、支援団体の方だけでなく、孤

独・孤立問題や地域づくりに興味がある方を募集してワークショップを実施した。 

実施日は 2024 年１月 12 日で、25 名が参加した。 

講師兼ファシリテーターとして特定非営利活動法人 ひろしまＮＰＯセンター

専務理事・事務局長 松原 裕樹氏を招きグループワークを行った。 

 

 

図 5-5 「孤独・孤立対策官民連携 PF 設立に向けたワークショップ」実施の様子 

 

⚫ 「孤独・孤立に関するセミナー・ワークショップ」の実施 

 交流館の市民に身近な相談窓口として地域課題や生活に関する相談を受ける機

能を高めるため、交流館職員および関係課に配置している連携担当職員を対象に、

傾聴に関するセミナーおよび孤独・孤立問題についてのワークショップを実施し

た。 

 実施日は 2024 年 2 月 14 日で、講師兼ファシリテーターとして特定非営利活動

法人いねいぶる 理事長 宮崎 宏興氏を招き開催した。 

第 1 部「聴く力/こころの応急手当て法」と題したセミナーは、108 人の交流館

職員等が各施設からオンラインで受講した。 

第 2 部は「孤独・孤立を予防するまちをみんなで解く」と題し、24 名の連携担

当職員が大きな模造紙や LEGO®（レゴ®）を用いたワークショップで、手を動か

しながら対話することでの課題と目標の共有をめざした。 
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図 5-6 「孤独・孤立に関するセミナー・ワークショップ」実施の様子 

 

⚫ 「孤独・孤立に関するフォーラム」の開催 

 支援機関の職員やまちづくりに関連する団体の役員、市民等、幅広い層に対し、

孤独・孤立問題の現状の課題を知っていただき、向き合い方について考えるきっか

けとすることを目指し、「孤独・孤立に関するフォーラム」を実施した。 

 実施日は 2024 年２月 10 日で、60 名が参加した。 

講師として、内閣官房孤独・孤立対策担当室政策参与/認定 NPO 法人自立生活

サポートセンターもやい 理事長 大西 連氏と、一般財団法人地域活性化センター 

フェロー・人材育成プロデューサー 前神 有里氏を招き、第一部では「孤独・孤立

対策の概要と地域でできること」と題し、孤独・孤立問題についての現状や動向を

紹介した上で地域においてどのような観点・方針で取り組みができるかを講演し

た。第二部では「つながりを生み出す地域づくり」と題し、まちづくりの視点で孤

独・孤立を予防するためにどのような取り組みができるかについて講演を実施し

た。その後、講師２名と参加者を交えたフリートークを行い、参加者が今後取り組

みたい孤独・孤立対策についての意見交換が行われた。 

また、本イベントでは地域の手話サークルである「福山手話サークルとんど」の

手話通訳者 2 名による手話の同時通訳を実施した。 
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図 5-7 「孤独・孤立に関するフォーラム」開催チラシ 

 

 

図 5-8 「孤独・孤立に関するフォーラム」実施の様子 
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図 5-9 孤独・孤立に関するフォーラム 参加者アンケート抜粋 

 

以下、フォーラムのアンケートにて回答いただいた、印象に残ったこと・感想等の

一部を紹介する。 

 「孤独・孤立」を感じている割合、４割の中、20 代～50 代が多いという話でし

たが、民生委員として活動している中で、その年代こそ接点もなく町内での情

報が入りにくい現状がある（個人情報の扱いの厳しさから）。 

 行政と地域、民間が一緒に頑張ろうという意気込みを感じた。また参加したい

です。ありがとうございました。 

 自分にも孤独・孤立の問題は身近になるなと強く感じました。コミュニティナ

ースの活動、まずは場の設定が必要。「未来は誰もが未経験」「否定から入らな

い」など、人とのつながりを作っていく中でヒントになる言葉がたくさんあり

ました。 

 次のステップに具体的に動き出せる自治体に育っていってくれるとよいのにな

ぁと感じます。力のある民間団体や市民は複数あり、様々な提案があがってい

るかと思います。官民両輪で中・長期的に取り組んでいってほしいです。 

 

5.2.2 孤独・孤立対策に関する住民への周知・意識付けをどのように行ったか 

孤独・孤立問題に関し、住民に対するアウトリーチ活動としては、「みんなのつれ

のうて文化祭」におけるステージ発表や、広報「ふくやま」での情報発信を行った。

具体的な取り組み内容については以下にて個別に記載する。 
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⚫ 「みんなのつれのうて文化祭」におけるステージ発表 

福山市まちづくりサポートセンター主催の交流イベント「みんなのつれのうて

文化祭」にて、孤独・孤立の問題に対して、各相談支援機関や NPO 等の連携の基

盤となる PF の形成に向けた取組等を実施した。 

 

 

図 5-10 みんなのつれのうて文化祭 チラシ 

 

 

図 5-11 みんなのつれのうて文化祭 投影資料 
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⚫ 広報「ふくやま」での情報発信 

 広報「ふくやま」2024 年 2 月号にて、市民向けに、孤独・孤立問題の概要につ

いての紹介や、孤独・孤立対策（大丈夫！あなたはひとりじゃない）メッセージ動

画や相談窓口、孤独・孤立に関するフォーラムの案内を電子版・紙面版のそれぞれ

に掲載した。 

 

図 5-12 広報「ふくやま」 孤独・孤立問題についての掲載ページ（紙面版） 

 

5.2.3 団体内の孤独・孤立対策を充実させるための事業で何を優先させたか 

市内の団体が孤独・孤立問題についてどのような認識を持っているか等を知り、今

後の施策検討に反映させるため「孤独・孤立対策に向けたアンケート」を実施した。

また、相談したい市民が行政・NPO・市民団体等を含めたアクセス先を視認性高く

認識するために、社会資源マップの見直しやロゴマークの作成、「つながる」シート

活用促進のためのリーフレット作成を行った。具体的な取り組み内容については以

下にて個別に記載する。 

 

⚫ 「孤独・孤立対策に向けたアンケート」の実施 

福山市まちづくりサポートセンター「まちサポ」登録団体、「福山市子ども食堂

ネットワーク」登録団体、「ふくやま・ヤングサポートネットワーク」構成団体、 
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地域包括支援センター・居宅介護支援事業所・相談支援事業所等の延べ 410 団体

に対してアンケートを配布し、53 団体から回答を受領した。実施したアンケートの

集計結果をもとに、分析・考察を行い、回答者および福山市の抱える課題について

整理を行った。 

アンケートは 2023 年 12 月 11 日～12 月 22 日に実施した。 

回答数は 53 団体で、子ども食堂や介護施設、学習支援・カウンセリング団体、

防災・インフラ・まちづくり団体、文化・芸術団体など、幅広い分野の関係者から

回答を頂いた。 

 

 質問回答結果の例を以下に⽰す。 

 

 孤独や孤立状態にあると感じる要因は様々ですが、貴団体が思う要因に近いも

のはありますか。 

 

図 5-13 

 

 孤独や孤立状態にある方の抱える悩みや課題が解決しない要因は何だと思いま

すか。 
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図 5-14 

 

 「孤独」や「孤立」を感じた時に、支援を求める声をあげやすい社会とするため

にどのような取り組みが必要だと思いますか。 

 

 

図 5-15 

 

 孤独や孤立状態にあると感じるケースの相談者として多いものを教えてくださ

い。 

 

     図 5-16 
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 孤独や孤立状態にあると感じる相談者について、本人の年齢層を教えてくださ

い。 

 

図 5-17 

 

アンケート集計後、設問単体では対策の検討につながりづらい問いを中心に分

析・考察を行い、回答者および福山市の抱える課題について整理を行った。 

 

図 5-18 アンケートの分析方針 

 

 1-1 各団体における「孤独・孤立問題」との接点についての分析 

相談者が孤独・孤立状態にあると答えた回答者は、普段から福祉課題に関わ

っていることが想定される「保険 医療 福祉」のほか、「人権擁護 平和推

進」、「情報化社会の発展」、「子どもの健全育成」（※子ども食堂等を含む）、

「まちづくり」分野において 70%以上という結果を⽰している。 

このことから、直接的な支援団体のみならず地域に関わる多様なプレイヤー

が孤独・孤立を予防したり、孤独・孤立状態にある人を適切な機関につなげた
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りする役割を担う余地があることが分かる。 

一方、「環境保全」分野では、相談者が孤独・孤立状態にあると答えた団体

は少なく、また回答が 1 件しかなかった「観光振興」、「農山漁村 中山間振

興」、「文化 芸術 スポーツ」分野でも孤独・孤立状態にあるという回答は無か

った。 

当該の団体等を利用して交流の場に参加する市民は、社会的つながりを維持

できており孤独・孤立状態になりづらいと考え得る一方で、市民の孤独・孤立

の前兆等に気づけていないという可能性も考え得る。 

 

表 5-1：回答者の主な活動分野、相談者等が孤独・孤立状態にあると答えた割合 

 

 

 1-2 活動にあたっての課題の分析 

複数の回答があった 9 分類のうち 6 つの分類にて、活動に関する情報発信が

十分にできていないとの課題が挙げられていた。現在まちサポ等を中心に人

材・団体のマッチングや情報発信・共有等に関する取り組みが実施されている

が、どのようなサポートがあれば当該課題を解消できるかを、追加の聞き取り

調査等で把握するとよいだろう。 

他にも活動継続上の課題（人材・経済的負担）等もみられる。こうした課題

に対しては、場合によっては企業や金融機関による支援策（企業プロボノ、ソ

ーシャルビジネス向け融資等）も考え得る。 
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表 5-2：回答者の活動分野ごとの、活動や組織運営にあたり抱える課題 

 
 

 2-1 相談者が孤独感を感じたり、孤立状態に陥るきっかけの分析 

相談者が孤独感を感じたり、孤立状態に陥るきっかけとしては、「本人の心

身に関すること」、「家庭に関すること」が最も多かった。 

「本人の心身に関すること」は、具体的には心理的ストレスや病気・体調の

悪化など、「家庭に関すること」は、具体的には、家族との離別・死別や、家

族の病気・障害、家族間の重大なトラブル（家庭内別居・DV・虐待を含む）

が本項目に該当すると想定される。 

 

 

図 5-19：相談者が孤独感を感じたり、孤立状態に陥るきっかけ 

 

 2-2 孤独や孤立状態にある方が抱える悩みや課題が解決しない要因の分析 

孤独や孤立状態にある方が抱える悩みや課題が解決しない要因としては、最

も多かったのが「自らの悩みや課題が整理できていない又は課題認識が無

い」、次いで「心身の不調」、「身近に相談できる者又は場所が無い、相談先が

分からない」が続いた。 
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図 5-20：孤独や孤立状態にある方が抱える悩みや課題が解決しない要因 

 

 2-3 孤独や孤立状態にある方を把握 （発見）することが難しい要因の分析 

孤独や孤立状態にある方を把握 （発見）することが難しい要因としては、

支援者側の課題として「本人・家族との関係づくりの困難さ」、「要支援者への

情報伝達不足」を特に感じていることが明らかになった。 

関係づくりについては、福祉関連の団体以外も含め相互に勉強会・ワークシ

ョップを実施することで、ナレッジやスキルを共有知化することが求められる

と考えられる。また、要支援者への情報伝達については、より情報にアクセス

しやすい資料整備・広報の他に、アウトリーチ型の活動も求められるだろう。 

いずれも、行政や他の支援機関によるサポートによって改善する可能性があ

る領域と思料する。 

 

 

図 5-21：孤独や孤立状態にある方を把握 （発見）することが難しい要因 

 

アンケートの集計結果と分析結果を踏まえると、まちづくり分野と福祉分野の連

携等を進めつつ、退職を迎えた高齢層へのアプローチ策などの検討、調査の深堀の実

施等を進めることが重要であると考えた。具体的な取り組みの方向性の提言は以下

の通り。 
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図 5-22：アンケート結果を踏まえた今後の方向性の提言 

 

⚫ 社会資源マップの見直し 

子ども・若者向けの相談窓口を一覧化・見える化して紹介する社会資源マップにつ

いて、より視認性を高め利用しやすくするためにデザインの見直しを実施した。 

 

図 5-23 社会資源マップ 表面 
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図 5-24 社会資源マップ 裏面 

 

⚫ ロゴマークの作成および「つながる」シート活用促進のためのリーフレット作成 

 孤独・孤立を抱える方が、どこに相談すればよいのかが一目でわかるようにする

ために、取り組みを行う支援機関や窓口に掲⽰するロゴマークを作成した。福山市

のシンボルである福山城のあるエリアが古くは蝙蝠山と呼ばれていたことから、

コウモリをモチーフにしたキャラクターを作成し、ロゴマークに取り入れた。 

 

 

図 5-25 作成を実施したロゴマークの例 

 

5.1.1 にて記載した「つながる」シートの活用促進や、各相談窓口へのアクセス
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向上のため、上記のロゴマークを使用したリーフレットを作成した。 

 

図 5-26 「つながる」シート活用リーフレット 

 

以上に記載した試行事業の一覧を下表にて⽰す。 

 

表 5-3：試行事業の一覧 
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5.2.4 次年度以降予定している取組 

2024 年 5 月には、PF の設立を発表し初回の会議を開くことを予定しており、商店街

の事業者等、NPO 以外の民間事業者向けに声掛けしてワークショップを実施すること

を検討している。 

また、今年度の取り組みの延長として、市民向けの孤独・孤立に関するアンケートを

実施して、全国を対象とした調査結果との違いを比較することや、市の広報誌等を利用

して、孤独・孤立問題と市で行っている取り組みについて更なる市民への周知を行うこ

とを予定している。 

  


